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研究成果の概要（和文）：計算代数統計、特にマルコフ基底や実験計画法に関して、多くの研究

成果を得て、国際学術雑誌に刊行した．分担者の論文を含め本研究課題からの刊行論文は 60
編を超えており、非常に多くの研究成果が得られた． 
 
研究成果の概要（英文）： In this project we had many original results in particular on 
Markov bases and experimental design and published them in international academic 
journals.  We had over 60 published papers from this project and the project was 
extremely fruitful. 
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2006 年度 9,700,000 2,910,000 12,610,000 
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2008 年度 8,400,000 2,520,000 10,920,000 

2009 年度 8,400,000 2,520,000 10,920,000 

  年度    
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研究分野：総合領域 
科研費の分科・細目：情報学・統計科学 
キーワード：マルコフ連鎖モンテカルロ法・トーリックイデアル・グレブナー基底・条件つき

検定 
 
１．研究開始当初の背景 
「 計 算 代 数 統 計 学 」 (computational 
algebraic statistics) の研究を我が国でも
強力に推し進めることは重要な課題であっ
た．計算代数統計学は、統計科学と代数学、
さらには代数生物学とも密接な接点を持ち、
これらの異分野間の交流の中で今後大きな
学問的成果が期待される分野である．この背
景としては最近になって代数学が「実際に計
算できる分野」へ変貌をとげつつあるという
事実があった． 
 
２．研究の目的 
本研究では、近年急速に進展しつつある「計

算代数統計学」(computational algebraic 
statistics) の研究を、我が国でも強力に推し
進めることを目的とした．本研究では、代数
的方法に詳しい数理統計学の研究者を中心
とし、我が国代数学の代表的な研究者や代数
生物学の専門家を加えたプロジェクトを構
成することにより、我が国においてこの分野
の研究を国際的なレベルでおこなうことを
めざした．計算代数統計学の現状は 2005 年
秋に刊行の Lior Pachter and Bernd 
Sturmfels, "Algebraic Statistics for 
Computational Biology", Cambridge 
University Press, に概観されている．そこ
に見られるように，この分野は統計的モデリ
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ングを中心として，計算可換代数学とバイオ
インフォマティクスが結び付いており，これ
らの分野から若い研究者が参入して来てい
る．我が国でこのような異なる分野の研究者
が交流する形の学際的研究を目的とした． 
 
３．研究の方法 
定期的に本研究課題に関する研究集会を開
催し，研究をおこなった． 
 
「統計モデルの数理と実際」2006 年 11 月 27
日～28 日 場所:統計数理研究所 
 
「統計的離散モデリング」 2007 年 1 月 12 日
～13 日 場所：金沢大学サテライトプラザ 
 
「計算代数統計学の展開」 2007 年 6 月 22 日
～23 日 場所：東京大学 本郷キャンパス 
工学部 6 号館  
 
「計算代数統計学の展開」 2007 年 10 月 25
日～27 日 場所：愛知県豊橋市 ホテル日航
豊橋  
 
「統計的モデリングの方法と理論」 2007 年
11 月 26 日～28 日 場所：一橋大学佐野書院
（国立キャンパス南） 
 
「計算代数統計学の展開」 2008 年 6 月 27 日
～6月 28 日 場所：東京大学本郷キャンパス
6 号館  
 
国際研究集会 「Computational Algebraic 
Statistics、Theories and Applications」 
(CASTA2008) 
日時：2008 年 12 月 10 日～12 月 11 日 場所：
京都大学 京大会館（京都府京都市） 
 
この国際研究集会に基づき，Annals of the 
Institute of Statistical Mathematics に
以下の特集の編集を行った． 
Featured section on "Algebraic Methods in 
Computational Statistics". 
この特集は Vol.62(2010), No.4(August) と
して発行された． 
 
「統計科学の数理と応用」 2009 年 10 月 7
日～8 日 場所：岡山国際交流センター 
 
「計算代数統計学の展開」2009 年 11 月 26 日
～11 月 28 日 場所：統計数理研究所（東京
都立川市） 
 
４．研究成果 
本研究の一つの大きな成果としては，2008 年
12 月の京都における国際集会の成果を 
Annals of the Institute of Statistical 

Mathematics 誌の特集号として刊行したこ
とがあげられる．この特集号には以下のよう
な論文が掲載された． 
 
Annals of the Institute of Statistical 

Mathematics No.4 August 2010 Special 
Issue : Algebraic Methods in Computational 
Statistics 
Preface Akimichi Takemura (62, 601-602) 

Multivariate Gaussians, semidefinite 
matrix completion, and convex algebraic 
geometrory Bernd Sturmfels and Caroline 
Uhler (62, 603-638)  
Non-very ample configurations arising 

from contingency tables Hidefumi Ohsugi 
and Takayuki Hibi (62, 639-644) 
 Graph presentations for moments of 

noncentral Wishart distributions and 
their applications Satoshi Kuriki and 
Yasuhide Numata (62, 645-672) 
 Minimal average degree aberration and 

the state polytope for experimental 
designs Yael Berstein, Hugo 
Maruri-Aguilar, Shmuel Onn, Eva 
Riccomagno and Henry Wynn (62, 673-698) 
 Some optimal criteria of 

model-robustness for two-level on-regular 
fractional factorial designs Satoshi Aoki 
(62, 699-716) 
 Normal binary graph models Seth 

Sullivant (62, 717-726) 
Decompositions of binomial ideals 

Thomas Kahle (62, 727-745) 
 A universal algebraic approach for 
conditional independence Jinfang Wang (62, 
747-773) 
 Finiteness of small factor analysis 
models athias Drton and Han Xiao (62, 
775-783) 
Markov bases and subbases for bounded 

contingency tables abio Rapallo and Ruriko 
Yoshida (62, 785-805) 
 About the maximal rank of 3-tensors over 

the real and the complex number field oshio 
Sumi, Mitsuhiro Miyazaki and Toshio Sakata 
(62, 807-822) 
 
この特集号の論文リストからも明らかなよ
うに，本研究課題は Bernd Sturmfels, Henry 
Wynn などの計算代数統計学のパイオニア 
達からも注目され，国際的な研究交流の意味
でも大きな成果をあげた． 
 
５．主な発表論文等 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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〔学会発表〕（計 43） 
1)Review of works of Tokyo group on 
game-theoretic probability and some 
thoughts on basing probability theory on 
perfect information games. University of 
London (London, England).Jun 21,2010 
 
2) Hierarchical subspace models for 
contingency tables. Spring Southeastern 
Sectional Meeting of American 
Mathematical Society. University of 
Kentucky (Kentucky, America). March 28, 
2010 
 
3) Properties of Ehrhart 
quasi-polynomaials for hyperplane 
arrangements with integral  coecients．
Workshop Random Fields and Stochastic 
Geometry. Banff International Research 
Station. Feburuary 25, 2009 
 
4) 管状近傍定理と Ehrhart 多項式の周
辺．北海道大学数学連携研究センターシンポ
ジウム「応用特異点論の現状と展望」. 北海
道大学. 2009 年 3 月 16 日   
 
5)計算代数統計の成果と展望. 研究集会 
「計算代数統計学の展開」.統計数理研究所．
2009/11/26 
 
6)分割表のグラフィカルモデルとその周辺. 
応用統計学会特別講演. 筑波大学大学会館. 
2008/6/7. 
 
〔図書〕（計 1 件） 
竹村 彰通、 統計 第 2 版、共立出版、2007，
183． 
 
〔その他〕 
ホームページ等 
http://park.itc.u-tokyo.ac.jp/atstat/at
hp/projects_links.html 
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